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シンポジウム報告
Report　of　Symposium
「The　Faces　of　Skin／皮膚の想像力」
‘‘The　Faces　of　Skin”
i｛催：国立西洋美術館／ドイツー日本研究所／西洋美術振興財団
日時：1999年7月16日（金）－18日（日）
場所：国立西洋美術館講堂
Organizers：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo／Deutsches　Institut
fifr　J　apanstudien／Western　Art　Foundation
Date：16　July（FrL）－18　July（Sun．），1999
Place：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo，　Lecture　Room
展覧会「記憶された身体　アビ・ヴァールブルクのイメージの宝　　　てのイメージ」に至る広い意味での皮膚の問題を扱い，イメージ
庫」を機会に，ドイツー日本研究所との共催で国際シンポジウムが　　　への新たなアプローチを探究できるようプログラムを組むこととし
開催された。このシンポジウムは，展覧会準備の段階で，クリスト　　　た。つまり，皮膚をイメージの比喩として捉え，その物質性と脱物
フ・ガイスマール・ブランディ氏と筆者の双方が，日本とヨーロッパ　　　質性の様々な「現われ」を検討すること，それがまさしく美術史とい
の若f一の研究者が討論できる場の必要性を強く感じたことから企　　　う境界あるいは皮膚を拡大するだろうと考えたのである。発表者
画された。そして，そのシンポジウムは展覧会の内容を発展させ　　　は当初，西洋と日本の若手研究者を集めるつもりでいたが，通訳
つつ，従来のような美術史ではなくイメージ研究へと視野を広げ　　　などの技術的な問題から2力国語にとどめ，ドイツ語と日本語の同
るものにしようと話が進んだ。こうしたアイtlアは，ヴ7一ルブルク　　　時通訳による会議としたため，ドイツとオーストリア，そして日本か
が20世紀初頭に実行したように，このシンポジウムでも美術と他分　　　らの参加者に限定されることとなった。アメリカやフランスなどの
野との交流によって新たな視点がもたらされるのではないかという　　　文化人類学者を含めることができなかったのは残念だが，それで
期待から発している。したがって，シンポジウムの発表者は，美　　　もドイツ側から新進気鋭の研究者が集まったことで成功を収めるこ
術史の分野にとどまることなく，異分野の研究者を積極的に取り込　　　とができたと思っている。また，シンポジウムのもうひとつの目的と
むべきだという考えで一致した。　　　　　　　　　　　　　　　して，西洋と日本の美術を方法論的な相違点を超えて検討する
　テーマに関する話し合いは，当時筆者が在外研修で滞在して　　　ということも意識したが，実際はこの問題は大きすぎたため皮膚の
いたハンブルクにおいてブランディ氏と頻繁に行なわれ，筆者の　　　シンポジウムに組み入れることを諦めた。日本美術史研究者が西
帰国後は，電子メールのやり取りで意見交換を保ち続けた。長　　　洋の作品を論じ，西洋美術の研究者が日本の作品を論じること
い討論の結果，共催者であるドイツー日本研究所のイルメラ・日地　　　で，方法論を超えた発見があるはずだと考えたのだが，いずれこ
谷・キルシュネライト所長と関西学院大学教授の加藤哲弘氏，ブ　　　うした試みが実現されることを期待したい。発表はどれも意欲的
ランディ氏，そして筆者の4人が「皮膚」をテーマとすることで一致　　　で，新知見に満ち，とりわけドイツ側の発表者に若手研究者が多
をみた。皮膚は「表面」として捉えることができると同時に，身体の　　　く，いずれも刺激的なテーマであったことは喜ばしい。また，それ
一部であるため，身体を問題とした展覧会のテーマを拡大するも　　　に応える日本側もそれぞれが切り口の異なる発表で，ドイツ側の
のとして相応しく思われたからである。また，トリアー大学教授の　　　意気込みと充分に拮抗する内容であった。会場には連日150の
ゲルハルト・ヴォルフ氏からも企画の段階から多くの助言を頂い　　　座席が満席になるほど，西洋と日本の美術史研究者を中心に集
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まり，質疑応答も活気に満ちていた。
　皮膚は，身体を覆う具体的な「表面」として，従来から人体を描　　　　現在，このシンポジウムの報告書を日本語版が国立西洋美術
き表わす際の重要な要素として存在する。しかし電子メディアが　　　館，ドイツ語版はドイツー日本研究所で準備中である。日本語版
急速に発達した現代においては，身体と外部との領域の境界，あ　　　は2000年度中の発行を予定している。また最近，ドイツ側の発表
るいは接点という拡張した抽象的存在としても捉えることができよ　　　者から，日本の研究者との学術的な交流をさらに深めるべきであ
う。そこでこのシンポジウムでは，「イメージの皮膚」から「皮膚とし　　　るという声が多く，これに続くシンポジウムを計画中と聞く。場所は
関西，あるいは中1　i｛1を含んで，東アジア全体を含んだイメージ研　　　13：45－14：30喜多崎親「キリストの皮膚一病的変異と聖性発
究のシンポジウムu）、、iJfiE，1・1：．を探っていると先瞳rメールをもらっ　　　　現のメカニズム」
た。魅ノJ的脚・計・・hiがもちhがった背IltにC・L，　11／ts：のギ甜　14：3°’15：15嬬筋臓騨架鴇纒顧幽蔽
究者がドイツと同じ問題に取り組み，かつ刺激的な討論者足りえ　　　　　　　　　一スペクティヴ」
ることがこのシンポジウムで証明されたからに違いない。　　　　　　　15：15－15：45休憩
　最後に，このシンポジウムはポーラ美術財卜」1と東芝国際交流財　　　　15：45－16：15　コンラート・オーバーフーバー（シンポジウムの印
団畷働馴がなければ実現祠能であったことを陥し，　　　象）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：15－16：45加藤哲弘（シンポジウムに関するコメント）
記してお礼申しヒげたい。　　　　　　　　　　　　（佐藤直樹）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：45－17：15ロタール・レッダーローゼ（シンポジウムに関するコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メント）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：15　　　　閉会の挨拶
1プログラム］
1999年7月16日（開場16：30）
講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［シンポジウム発表者紹介］
17：00－17：15　高階秀爾　シンポジウム開催の挨拶　　　　　　　　　高階秀爾（国立西洋美術館館長）
17：15－17：45クリストフ・ガイスマニル＝プラン西「どの時代にも　　　クリストフ・ガイスマール・ブランディ（インデペンデント・キュレイタ
　　　　　　古代復興がある」（「記憶された身体」展のコンセ　　　＿）
　　　　　　プト紹介）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷川渥（国学院大学教授）
17：45“18：35谷川渥「芸術の皮膚論の地平」　　　　イルメラ．日地谷．キルシュネライト（ドイツ．躰研究所所長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤直樹（国立西洋美術館研究員）
卿鼎：昌゜）　　　　　ζ徽輪飾一ン（～・蝋瞬ポスト・ドクター・プ
1°：°°’1°：3° 粥魏獺謡薪ユネライト／佐馳樹「シン　深井晃子（京剤繍文化研究財団醐）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田忍（千葉大学助教授）セクション1：身体の境界
1。，30．11：3。クラ励ア．べ励一ン「緬の深さ＿身体の　ア〉’．　N7“フィー°レーマン（ユトレヒト蝉蹴課程）
　　　　　　境界の文化史」　　　　　　　　　　　　　　　　　稲賀繁美（国際日本文化研究センター助教授）
11：30．11：45休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウルズラ・パンハンスービューラー（カツセル大学教授）
11：45．12：30　深井晃子「皮膚と被服一身体の部分としての肌　　　　吉田憲司（国立民族学博物館助教授）
　　　　　　のイメージ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　カタリーナ・カハーネ（トリアー大学博士課程）
12：30－14：00　昼休み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜多崎親（国立西洋美術館主任研究官）
セクション2：イメージの中の皮膚，皮膚としてのイメージ　　　　　　　ゲルハルト・ヴォルフ（トリアー大学教授）
14：00－14：45池田忍「自らと他者を分かつしるし一日本絵画　　　コンラート・オーバーフーバー（アルベルティーナ版画素描館館長）
　　　　　　に表わされた肌の表現」　　　　　　　　　　　　　　加藤哲弘（関西学院大学教授）
14：45－15：30　アン・ゾフィー’レーマン「西洋美術における描かれ　　　ロタール・レッダーローゼ（ハイデルベルク大学教授）
　　　　　　た皮膚：素材，技術そして理論」
15：30－16：00　休憩
16：00－16：45稲賀繁美「『分割されざる個人Individual』幻想へ
　　　　　　の挑戦」／岩明均「『寄生獣』の皮膚感覚」
7月18目（開場9：00）
シンポジウム2日目
セクション3：顔と仮面
9：30・10：15　ウルスラ・パンハンス＝ビューラー「殻と脱ぎ捨てられ
　　　　　　た衣との間の皮膚」
10：15－11：00吉田憲司「仮面という装置一人はなぜもうひとつ
　　　　　　の界面をつくるのか」
11：00－11：30　休憩
セクション4：侵潤一美術史のために
11：30－12：15　カタリーナ・カハーネ「離れて見る十字架一ブリュ
　　　　　　ーゲルの《十字架を担うキリスト》における感情と風
　　　　　　景」
12：15－13：45　昼休み
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                                                            new insights and new enthusiasms, and it was also noteworthy that
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Kirschnereit, director of the Deutschen Institut fUr Japanstudien,
Tbtsuhiro Kato, professor at Kwansai University, Christoph Geiss-
mar-Brandi and Naoki Sato, agreed upon the theme of "skin." While
"skin" can be understood as "surface," skin is also a part of the body [program]
and thus the subject of skin can be seen as an extension of the
exhibition which addressed the theme of the human body･ Gerhard Jum6, lg99 (ge6ffnet ab 16 : 30)
Wolf, professor of Ttier University, also added many interesting Abendvortrag
comments to the selection of the symposium theme.
                                                             17:OO-17:15 Shuji"Ihkashina,Grtitswort   As the actual "surface" that covers the body, skin has long been                                                             17:15-17:45 Christoph Geissmar-Brandi, .Jede Zeit hat diean essential element in the depiction of the huMan fOrM･ HOWeVer, Renaissance der Antike, die sie verdient" (Eine
in today's rapid developments in electronic media, skin haS alSO Einfuhrung in das Konzept der Ausstellung anhand
come to have an expanded, abstract existence as both the boundary ausgewahlter Bildbeispiele)
line, or point of contact, between the body and the external･ Thus, 17:45-18:35 Atsushi Thnigawa, .Horizonte einer Theorie zur
this symposium addressed a broad spectrum of questions rang- Haut der Kunst"
ing from "skin of an image" to "skin as image," and sought a new
approach to the concept of image. In other words, skin can be seen Juli 17, 1999 (ge6ffnet ab 9:30)
asa rnetaphor for image, and we thought that a study of the various Der l. Thg
material and non-material "manifestations" of skin wou)d expand ... . . . ."                                                             10 : OO-10 : 30 Irmela Hi]iya-Kirschnereit / Naoki Sato, .Einfuhrungbeyond the boundaries of art history as a discipline, indeed, expand                                                                        zum Sumposium"its skin. While it was the organizers' original intention to gather
young scholars from the West and Japan to present papers at the Sektion l: K6rpergrenzen
symposium, technical problems related to simultaneous inter- 10:30-11:30 ClaudiaBenthien,.DieTiefederOberflache.
pretation and other matters led the organizers to limit the presen- Zur Kulturgeschichte der K6rpergrenze"
tations to two languages, German and Japanese. Simultaneous 11:30-11:45 Kaffeepause
interpretation was conducted during the proceedings and thus 11:45-12:30 AkikoFukai,.Hautund Kleidung.Das BildderHaut
speakers were limited to those from Germany, Austria and Japan. als K6rperteil"
While this unfortunately meant that cultural anthropologists from 12:30-14:OO Mittagspause
other countries such as the USA and France could not be inCIUded, sektion 2: Haut im Bild, Bild als Haut im .Westen" und in Japan
the symposium can be considered a success thanks to itS gathering 14:oo-14:4s shinobu Ikeda, .Zeichen der Unterscheidung von
in Japan of bright young scholars from Germany and Austria･ AS Selbst und `Anderen.' Zur Darstellung der Haut in
another goal of the symposium we had soughtadiscussion of the derjapanischen Malerei"
arts of the West and Japan across the methodological divide be- 14:45-15:30 Ann-Sophie Lehmann, .Die gemalte Hailt in der
tween the two disciplines, but in fact this issue was deemed to be westlichen Kunst. Material, Technik und Theorie"
too large for the context and we abandoned the idea of including 15:30-16:OO Kaffeepause
this concept in the Skin symposium. Given our sense that new dis- 16:OO-16:45 Shigemi Inaga,.Herausforderung an die Vorstellung
coveries could be made which go beyond normal methodological vomunteibaren lndividuum. Hautwahrnehmung in
constraints, we can look forward to a future opportunity for art Hitoshi lwaakis CParasiten-tiere'"
historians specializing in Japanese art to speak on Western works of
art and researchers on Western art to discuss Japanese art works. Juli 18, 1999 (ge6ffnet ab 9:OO)
The stimulating theme of the symposium resulted in all providing Der 2. rlhg
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Sektion 3: Gesicht und Maske
9:l30-10:15 tJrstila l'anhans-BUh]er, .}Iaut, zwischen Kruste und
           at)gelegtem I.appen"
10:15-11:OO Kenji Yic)shida,.r)ie Maske alsInstrument. Warum
           Menschen sich ein zweites Gesicht sct)affen"
11:OO-11:30 Kaffeepause
Sektion 4: Impragnierungen
11:3012:15 Catharina Kahane, .Das Kreuz mit derDistanz.
           Passion und Landschaft in Pieter Bruegels
           `Kreuztragung'"
12:15-13:45 Mittagspause
13:45-14 :30 Chikashi Kitazaki, .Die Haut Christi. Krankhafte
           Mutation und der Mechanismus der Offenbarung der
           Heiligkeit"
14:30-15:15 Gerhard Wolf, .Die andere Haut. Perspektiven einer
           historischen Anthropologie von Bild und Medium in
           der abendlandischen Kultur der frtihen Neuzeit"
15:15-15:45 Kaffeepause
15:45-16:15 KonradOberhuber,Impressionen
16:15-16:45 rlletsuhiro Kato, Kommentar zum Symposium
16:45-17:15 LotharLedderose,KommentarzumSymposium
17:15 Verabschiedung
[Die Teilnehmer des Symposiums]
Prof. Shuji Ttikashina, Direktor des National Museum of l,lxlestem
Art, 7bkyo
Dr. Christoph Geissmar-Brandi, fteier KuratoK Hamburg
Prof. Atsushi Tanigawa, Professor tZirAsthetik an der Kokugakuin
Universitdit, 7bkyo
Prof. Dr. Irmela Hijiya-Kirschnereit, Dinektorin des Deutschen
instituts fl]irJapanstudien, 7bkyo
Naoki Sato, Kurator des National Museum of ;4xlestern Art, 7bkyo
Dr. Claudia Benthien, Postdoktorandin am Graduiertenkolleg
,,K6i;oer-Inszenierungen," I 7eie Universitdit Berlin
Akiko Fukai, Direktorin des Kyoto Costume Institute, Kyoto
Prof. Shinobu Ikeda, Professorin ftlr Kunsrgeschichte an der
Universitdt Clhiba
Ann-Sophie Lehmann, Doktorandin am Kunstgeschichtlichen
Seminar der Universitdit Utrecht
Prof. Shigemi Inaga, Professor f21ir Kunstgeschichte am
intemational Research Clenter forlapanese STudies, Kyoto
Prof. Dr. Ursula Panhans-BOhler, Professorin filirKunstgeschichte
an der Uhiversitdit Kassel
Prof. Kenji Ybshida, Professor am National Museum of
EthnographM Osaka
Catharina Kahane, Dokton7ndin am Kunstgeschichtlichen Semiar
der Universitdit nier
Chikashi Kitazaki, Kurator des National Museum of l,l,lestem Art,
7bkyo
Prof. Dr. Gerhard Wolf, Professor tl]ir Kunsrgeschichte an der
Universitdit 7}rier
Hofrat Prof. Dr. Konrad Oberhuber, Direktor der Graphischen
SammlungAlbertina, t4!ien
Prof. fetsuhiro Kato, Professor filirAsthetik an der Ktvansei Gakuin
Universitdt, Nishinomiya
Prof. Dr. Lothar Ledderose, Proft?ssor tZir Ostasiatische
Kunstgeschichte an der Uhiversitdit Heidelberg
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